
問題は・スポーッの民主主義的な発展を強く求め

ているものである・研究意欲を強く刺激する会で

あったo （文責・内海和雄）

V研究活動の概要

1．研究活動の特徴

　・ス五輪のノビエト・東欧諸国不参加問題は再

ぴ米・ソの政治対決を五輪に持ち込んだ。マスコ

ミはスポーツヘの政治の介入をこう批判する。だ

がその批判はスボーツ問題としてではなく，政治

問題としてのみ強調される。ここにもう一つのス

ポーツ問題が示されている。前者の問題は政治と

スボーツの関係の問題であり，後者の問題はスボ

ーツ論，主体形成論の問題でもある。

　われわれはこれらの問題を「スポーツ・文化・

社会」のテーマの下に「現代スボーッの動向」を

分析し，「スポーツの本質究明と主体形成」や「

スボーツの現代史研究」に向けて総合的・構造的

に究明してきたo

　研究が進展するにつれ，個別日本（各国）のス

ポーッ・運動が世界のスポーツ。運動と相互関連

を強くもち，この「相互関連」を解明することな

しに，日本（各国）及ぴ世界のスボーツ・運動を

正しく発展させることはできないことが一層明ら

かになってきたo

　今年度の研究活動は以下の体制でもわかる通り

川口智久氏（米国），関春南氏（西独），藤田和

也氏（半年間筑波大）がそれぞれ国内。外研修に

出られたのでニグループ体制で進行した。第1グ

ループー運動文化と主体形成，第2グループー社

会とスボーツ・スボーツ運動。

　研究会は各グループ月例会2回，時事問題検討

会1回と回数を減らした他は秋合宿，春合宿は例

年通り開催された。

　反省点としては回数が減ったことによって研究

会が間伸ぴし，緊張感を欠いたことがあげられる。

それは日常的なグルーブ内活動が停滞し，事前準

備が十分できなかったことに示される。

2．研究会の運営体制
　第1グループ＝唐木國彦，璋川武彦，内海和雄，

山本唯博，高橋亨，坂入明，柴崎涼一。
　　　　　　の　第2グループー高津勝，上野卓郎，藤田和也，

伊藤高弘，　（oは幹事）。

　尚，秋合宿では永井博氏が参加。

　研究会庶務：渡辺富子・神宮美智子。

　　　　　　　　　　　　（文責・早川武彦）
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